
□

□

□ □ □ □ □

□ □ □ □
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１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□ □ □ □

□

１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□ □ □ □

□

１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□ □ □ □

□

１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□ □ □ □

□

１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□ □ □ □

□

１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□ □ □ □

□ □

１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□ □ □

□ □ □ □

１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□

※　ご希望頂いた以外の分科会に関しましても、参加可能です。

１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□

◎　団　体　申　し　込　み　用　（区分に○を付けて下さい。）

特別支援教育に関するセミナーに参加を申し込みます。

１分科会 ２分科会 ３分科会 ４分科会 ５分科会

□ □

希望される分科会 　（□にチェックを入れて下さい。）

第８回　特別支援教育に関するセミナー　参加申込書
平成29年12月9日（土）　　　　　　会場 ： 九 州 産 業 大 学

◎　個　人　申　し　込　み　用　（区分に○を付けて下さい。）

特別支援教育に関するセミナーに参加を申し込みます。

お名前

※ FAXにて申し込み確認証を返信致しますので、お受け取り可能なFAX番号の明記をお願い致します。

　区分 ： 幼稚園職員・保育園職員・小学校職員 ・ 中学校職員 ・ 高等学校職員 ・ 特別支援学校職員 ・ 大学教職員 ・ 保護者

　　　　  学生・教育機関 ・ 支援機関 ・ 行政機関 ・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役　職

連絡先
（電話番号）

□自宅　　□職場
□携帯　　□その他 　TEL:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX:

□職場
□携帯 　TEL:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX:

３分科会 ４分科会 ５分科会

　区分 ： 幼稚園職員・保育園職員・小学校職員 ・ 中学校職員 ・ 高等学校職員 ・ 特別支援学校職員 ・ 大学教職員 ・ 保護者

　　　　  学生・教育機関 ・ 支援機関 ・ 行政機関 ・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１分科会 ２分科会希望される
分科会 □

お　名　前 役　職 希望される分科会　（□にチェックを入れて下さい。）

所属・勤務先

所属・団体名

代表連絡先
（電話番号）

ＦＡＸ番号：０９２－６０６－２８４６　　　立花高等学校　　事務局　担当：濱本

※この個人情報は、本セミナーに関することのみに使用し、セミナー終了後破棄致します。

※　駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用下さい。



福岡県私学協会　・　福岡県私学教育振興会

第８回　特別支援教育

協　　力

九州産業大学

後　　援

平成２９年１２月９日（土）　開催

実　施　要　項

主　催

（登校支援・学習支援・生活支援・就労支援・関係諸機関との連携）

福岡県教育委員会　・　福岡市教育委員会　・　北九州市教育委員会

に関するセミナー

―　発達障がいのある児童・生徒への支援　―

福岡県　・　福岡市　・　北九州市

福岡こどもたちのセーフティネット研究会

主　　管

西日本短期大学附属高等学校・希望が丘高等学校

博多高等学校・立花高等学校
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第８回　特別支援教育

基調講演

質
疑
応
答

12：00

昼食

⑤ 日程説明・諸連絡 事務局

記念イベント

委員長あいさつ 西日本短期大学附属高等学校

福岡市教育委員会

福岡県私学振興会

九州産業大学

Ⅰ 開会行事　　会場：１号館 ２階 Ｓ２０１番教室

③ 校　　長 樋口　文則

校　　長 綾部　和博

西日本短期大学附属高等学校　吹奏楽部

学　　長 山本　盤男

全体司会 博多高等学校　田村　奈月美　　希望が丘高等学校　吉村　茉耶　　立花高等学校　星野　優佳

生徒指導課長

日　程

分
科
会

実
践
発
表
Ｂ

9：50 14：309：20 13：30

分
科
会

実
践
発
表
Ａ

質
疑
応
答

平成２９年１１月２４日（金）

参加費

　近年、不登校や社会的不適応の背景に発達障がいや心身症などに悩む若者が増えていま
す。また、学習困難やいじめ、或いは家庭環境による二次障害などにより、学校教育や就職
離脱の若者が増加し、今後の日本社会に大きな影響を及ぼすことにもなりかねません。この
ため、学校教育をはじめとして、家庭・福祉・労働・医療・社会等の広範囲な領域における
連携が重要な課題となっており、理解者及び指導者の育成が急務となっています。
　本セミナーでは、この問題の研究、実践及び実態に関する情報の共有や啓発を図ると共に
子どもたちの健やかな成長を願い、支援するためのセーフティーネット構築を目指した学び
の場となることを本セミナーの目標としています。
　そして特別支援教育という幅広いテーマを基盤として、保護者・医療関係者・カウンセ
ラー・教員等、関係して支援する立場の全ての方々が互いに孤立することなく、共に手を携
えていくことができるきっかけの場となることを切望しています。

平成２９年１２月９日（土）　９：２０　～　１７：００日　時

九州産業大学　１号館 　　２階 Ｓ２０１番教室　及び　各分科会場

①

②

特別支援教育(登校支援・学習支援・生活支援・就労支援・関係諸機関との連携)に関心のある
教育関係者及び関係諸機関、保護者、学生　等どなたでも参加できます。

無　料　　福岡県私学教育振興会助成事業

申込〆切

対象者

申　込

（登校支援・学習支援・生活支援・就労支援・関係諸機関との連携）に関するセミナー

―　発達障がいのある児童・生徒への支援　―

実　施　要　項

会　場

主　旨

※　当日収容人数の関係から、定員６００名にて締め切らせて頂きます。

折り込みの申込書（各校ホームページよりのダウンロード可）に必要事項を
記入の上、郵送あるいはＦＡＸにて申し込んで下さい。
また昼食につきましては九州産業大学の食堂を御利用下さい。

　ＴＥＬ：０９２-６０６-２７９２　　ＦＡＸ：０９２-６０６-２８４６

　立花高等学校　セミナー事務局　　担当：濵本　まで

16：55

③ 申込方法

〒811-0213　福岡市東区和白丘２丁目２４-４３④ 事務局：申込先

14：50 15：50 16：10 17：008：50

専務理事 上野　淳吉

分
科
会
に
て
閉
会

④ 来賓あいさつ

① 開会宣言 博多高等学校

質
疑
応
答

休
憩

受
　
　
付

開
会
行
事

②

泉　　敦哉

休
憩

各
分
科
会
に
て

自
由
意
見
交
換
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Ⅱ 基調講演　　会場：１号館 　　２階 Ｓ２０１番教室

”コミュ障”の時代　発達障害・不登校・ひきこもり

【プロフィール】

実践発表Ｂ

実践発表Ａ 福岡市教育委員会 生徒指導課　主任指導主事

副校長 太田　久人　先生

１９６１年、岩手県生まれ。
　１９９０年、筑波大学医学専門学群　環境生態学　卒業。医学博士。
　爽風会佐々木病院精神科診療部長（１９８７年より勤務）を経て、２０１３年より筑波大学医学医療系社会精神保健
学教授。また，青少年健康センターで「実践的ひきこもり講座」ならびに「ひきこもり家族会」を主宰。
　専門は思春期・青年期の精神病理、および病跡学。著書に 「文脈病（青土社）」「社会的ひきこもり（ＰＨＰ研究
所）」「ひきこもり救出マニュアル（ＰＨＰ研究所）」「ひきこもり文化論（紀伊國屋書店）」「生き延びるためのラ
カン（バジリコ）」「ひきこもりはなぜ『治る』のか？（中央法規出版）」「ひきこもりのライフプラン」（畠中雅子
との共著）岩波書店　「オープンダイアローグとは何か」（医学書院）

第１分科会　「登校支援」

東京都立　大江戸高等学校

講　師

演　題

筑波大学大学院人間科学総合研究科教授　　斎藤　環　先生

安部　幹也　先生

入試広報部　部長 中島　武　先生

春田　葉子　先生

白谷　憲生　先生

角川ドワンゴ学園N高等学校実践発表Ｂ

​「柚の木ライフステージ と 柚の木キャリアステージ」

理事長

内山　靖博　先生

実践発表Ａ

希望が丘高等学校

地域非行防止調整官　臨床心理士法務省福岡少年鑑別所

第３分科会　「生活支援」

実践発表Ａ

実践発表Ａ

実践発表Ｂ

Ⅲ 分科会シンポジウム 及び グループ自由討議

前里　光作　先生

立花高等学校 教諭

社会福祉法人　柚の木福祉会

第４分科会　「就労支援」

実践発表Ａ 代表 志賀　美代子　先生

実践発表Ｂ

実践発表Ｂ

第５分科会　「関係諸機関との連携」

放課後等デイサービス「フィット馬出」 係長・発達支援管理責任者

ぼちぼちの会

「企業との連携による交通安全教育教習及び資格取得」
（株）おんが自動車学校との連携によるTSE講座。現在の交通社会に適した安全教育及び運行管理者講座にて労基法・道
交法を学び専門的教育を受けた人材を自動車産業界に送り出す取り組みをご紹介します。

不登校の保護者同士の語り合いの場です。アドバイザーの方も交えて悩みを分かち合っています。
子どもの進路のことなどもアドバイスをもらっています。

自動車科　科長

教育相談課　指導主事 小牧　志有　先生

教諭 中川　貴史　先生

高校生を対象に、家庭でもない学校でもない第3の居場所として、居心地の良い場を提供するとともに、「将
来はたらく大人になる準備を少しずつしましょう」をコンセプトにプログラムを組み支援をしています。

「福岡市における不登校児童生徒への支援」
全国的に、不登校児童生徒を含めた長期欠席児童生徒数が年々増加している傾向にあります。これらの児童生徒に対し福
岡市が行っている取り組みを、実践事例と共にご紹介いたします。

「ネットの高校の在宅生が自ら、通学したいと言ってきた時」Ｎ高等学校は、インターネットシステムを活用した、自宅に居ながら全て
の高校生活を過ごすことのできるネットの高校として開校しました。ところが、開校後、ネット上で高校生活を過ごしている生徒達から
要望が出てきました。「通学コースを作って欲しい」　何故？　その理由が、生徒が学校を求めるヒントの一つでした。

通級指導教室の役割と連携について　　①通級指導教室の役割が療育や学力補充だけでなく、この先社会に出ていくための自己理解や社
会スキルを高めることであり、実生活の中でそのスキルを活用できることを念頭に行ってきた指導について　　②進路実態、県のサポー
トノートを活用した引継ぎシートを基にした個別の支援計画の必要性や、高等学校から先の支援の困難さ、見通しについて

・単位制・総合学科・三部制（昼夜間定時制）であるチャレンジスクールのシステムについて
・東京都立大江戸高等学校の特色と学習支援に関する取組について

全国の少年鑑別所では，地域社会の非行・犯罪防止のために，一般の方や学校の先生方が気軽に相談できるような援助業
務を行っています。非行を有する子供やその保護者に対して当所が行っている取組の一部をご紹介します。

様々な刺激が多い学校生活において、上手に対応できずチャレンジング行動という形で困り感を表出している生徒が近年
増えてきています。そのような生徒に対して、学校、学年団そして担任として、どのような方法で支援・対応していけば
よいか、事例を挙げて報告します。

筑紫野市立筑山中学校

第２分科会　「学習支援」
教諭 池松　悟子　先生

石川　和則　先生


